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事業名： 省エネルギー型空調用調湿装置の開発と事業化

○事業概要（新規性、市場性等）
・空調装置において、従来から温度制御式より湿度制御式の方が快適で保健衛生上も好ましいとい
われているが、費用対効果の観点から、現在は温度制御式により調湿をおこなうものが一般的で
ある。しかし、この温度制御式にも課題があり、空気の温度を下げることで除湿をおこない、その後、
ヒーター等で適正温度にするため効率が悪い。
・本件は塩化リチウム溶液を用いて空気中の水分を除去する省エネルギー、高効率かつ信頼性の
高い空調用調湿装置を開発し、事業化するもの。
・従来の空気調和装置全てに置き換えられるものではないが、老人ホームやスーパーなどに採用さ
れることは必然であり、今後大きく伸びるものと期待出来る。
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・湿度制御式の空調が、現行の温度制御式空調に比べ快適で保健衛生上好ましい事は旧知の事実
であるが、調湿と省エネルギーを両立し、かつ安価な機器が存在しなかったためその普及は製薬
工場や衛生管理区域等、特殊な空間に限られている．現行の調湿空調は主に冷凍機タイプと固体
乾燥剤(シリカゲル等)を使うものに大別されるが、初期コスト、維持コスト、費用対効果等、何れも問
題を抱えているため、病院・介護養護施設、食品店舗、オフィス、宿泊施設のような一般空調市場
における普及が阻まれている．
・こうした背景から弊社では、調湿効果が高く、省エネルギー実現可能な液体吸湿剤(高濃度塩水)方
式に着目し、2003年から装置を開発、実験室および実地試験を重ねてきた．この方法では塩分に
よる金属腐蝕、および塩分飛散という２点が問題視されてきたが、これまでの研究と試験でこれら２
問題を設計上の工夫と材料選定により、比較的低コストで解決できる事が示されたため、一般空調
分野への普及を図るべく事業化へ踏み切る事にした。
・設計組立を行う㈱アーカイブワークス、制御通信回路製作の藤本電器㈱および冷凍機試作評価を
行う日冷工業㈱と連携し事業化を目指す。
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